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次

　
　
　
　

規　
　
　

則

○
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一

○
山
梨
県
土
地
改
良
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三

○
山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三

　
　
　
　
　
　

規　
　
　

則

山
梨
県
規
則
第
二
十
九
号

　

山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	
後　
　

藤　
　
　
　
　

　
　
　

山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
三
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

　

第
二
十
二
条
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、

第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

　

第
二
十
条
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第

十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

　

第
十
六
条
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十

五
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

　

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
七
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、「
第
七
条
第

一
項
各
号
」
を
「
第
八
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
八
条
か
ら
第
十
三
条

ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

　

第
七
条
第
二
項
中
「
第
五
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条

と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
を
第
六
条
と
す
る
。

　

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）
中
「
第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
八
号
」

に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
第
三
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
記
述
等
）

第�

三
条　

条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
記
述
等
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
を
内
容

と
す
る
記
述
等
（
本
人
の
病
歴
又
は
犯
罪
の
経
歴
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
と
す
る
。

　

一　

次
に
掲
げ
る
心
身
の
機
能
の
障
害
が
あ
る
こ
と
。

　
　

イ�　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
別
表
に
掲
げ
る
身
体
上
の

障
害

　
　

ロ�　

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
に
い
う
知
的
障
害

　
　

ハ�　

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

に
い
う
精
神
障
害
（
発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
発
達
障
害
を
含
み
、
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

　
　

ニ�　

治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
の
疾
病
で
あ
っ
て
障
害
者
の
日
常
生
活

及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
同
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

程
度
で
あ
る
も
の

　

二�　

本
人
に
対
し
て
医
師
そ
の
他
医
療
に
関
連
す
る
職
務
に
従
事
す
る
者
（
次
号
に
お
い
て
「
医
師

等
」
と
い
う
。）
に
よ
り
行
わ
れ
た
疾
病
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
た
め
の
健
康
診
断
そ
の
他
の

検
査
（
同
号
に
お
い
て
「
健
康
診
断
等
」
と
い
う
。）
の
結
果

　

三�　

健
康
診
断
等
の
結
果
に
基
づ
き
、
又
は
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
心
身
の
変
化
を
理
由
と
し
て
、

本
人
に
対
し
て
医
師
等
に
よ
り
心
身
の
状
態
の
改
善
の
た
め
の
指
導
又
は
診
療
若
し
く
は
調
剤
が

行
わ
れ
た
こ
と
。

　

四�　

本
人
を
被
疑
者
又
は
被
告
人
と
し
て
、
逮
捕
、
捜
索
、
差
押
え
、
勾
留
、
公
訴
の
提
起
そ
の
他

の
刑
事
事
件
に
関
す
る
手
続
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

　

五�　

本
人
を
少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
少
年
又

は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
と
し
て
、
調
査
、
観
護
の
措
置
、
審
判
、
保
護
処
分
そ
の
他
の
少
年
の
保

護
事
件
に
関
す
る
手
続
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

　

別
表
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
改
め
、
同
表
九
の
項
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第

十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　

第
一
号
様
式
中
「第

3
条
関
係

」
を
「第

4
条
関
係

」
に
改
め
、同
様
式
裏
面
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
二
号
様
式
中
「第

5
条
関
係

」
を
「第

6
条
関
係

」
に
改
め
る
。

　

第
三
号
様
式
中
「第

1
4
条
関
係

」
を
「第

1
5
条
関
係

」
に
改
め
る
。

　

第
四
号
様
式
中
「第

1
8
条
関
係

」
を
「第

1
9
条
関
係

」
に
、「第

1
8
条
の

」
を
「第

1
9
条
の

」

に
改
め
る
。

　

第
五
号
様
式
中
「第

1
9
条
関
係

」
を
「第

2
0
条
関
係

」
に
改
め
る
。

　

第
六
号
様
式
中
「第

2
1
条
関
係

」
を
「第

2
2
条
関
係

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

1　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2
� 　

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙

は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
号

　

山
梨
県
土
地
改
良
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	
後　
　

藤　
　
　
　
　

　
　
　

山
梨
県
土
地
改
良
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
土
地
改
良
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
八
号
中
「
災
害
復
旧
土
地
改
良
事
業
施
行
認
可
申
請
書
」
を
「
災
害
（
突
発
事
故
被
害
）

復
旧
土
地
改
良
事
業
施
行
認
可
申
請
書
」
に
改
め
る
。

　

第
八
号
様
式
中
「災

害
復
旧
土
地
改
良
事
業
施
行
認
可
申
請
書

」
を
「災

害

（突
発
事
故
被
害

）復
旧
土
地
改
良
事
業
施
行
認
可
申
請
書

」
に
、「災

害
復
旧
の

」
を
「災

害

（突
発
事
故
被
害

）復
旧
の

」

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

「氏
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

印

　

第
十
七
号
様
式
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
「氏

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（申
請
者
1
5
名
以
上
連
署

）　

」

「す
べ
て

」
を
「全
て

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
一
号

　

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

　
　
　

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
百
二
十
二
号
か
ら
第
三
百
二
十
六
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

三
百
二
十
二　

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
試
験
、
分
析
、
鑑
定
等
手
数
料

　

三
百
二
十
三　

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
試
作
加
工
手
数
料

　

三
百
二
十
四　

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
図
案
等
調
製
手
数
料

　

三
百
二
十
五　

削
除

　

三
百
二
十
六　

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
成
績
書
、
証
明
書
等
の
交
付
手
数
料

　

別
表
第
四
百
六
十
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

四
百
六
十
六
の
二　

小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
の
登
録
申
請
手
数
料

　

四
百
六
十
六
の
三　

小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
の
登
録
更
新
申
請
手
数
料

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
百
二
十
二
号
か

ら
第
三
百
二
十
六
号
ま
で
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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